
令和７年度 第１回士別市環境審議会

日 時 令和７(2025)年８月１９日（火）

14 時 00 分～

場 所 士別市役所 会議室 201

１ 開 会

２ 市長挨拶

３ 欠席委員の報告

４ 議 題

（１）士別市環境基本計画について

（２）その他

・一般廃棄物最終処分場維持管理計画（報告第 1号）

・令和 7年度ゼロカーボン推進事業 （報告第 2号）

５ 閉 会



士別市環境審議会委員名簿

任期 令和７年４月１日～令和９年３月 31 日まで

№ 住所・所属・役職等 氏名 役職等

1 士別市東４条 15 丁目 3130-82 大 崎 良 夫
お お さ き よ し お

委員

2 士別市東５条北６丁目 1605-1 石 川 敏
い し か わ さとし

委員

3
士別市東１条 16 丁目 3144-199

士別市自治会連合会事務局長
清 玲
せ い あきら

委員

4
士別市西４条北３丁目

士別消費者協会事務局次長
富 田 清 子
とみ た きよ こ

委員

5
士別市西２条５丁目

士別商工会議所専務理事
深 澤 武
ふ か ざ わ たけし

委員

6
士別市朝日町中央 4043

朝日商工会事務局長
成 田 裕 美
な り た ひ ろ み

委員

7
上川郡剣淵町緑町５-12

北ひびき農業協同組合営農部長
大 西 裕 幸
お お に し ひ ろ ゆ き

委員

8
士別市東３条北３丁目

士別市教頭会事務局長
山 口 貴 大
やま くち たか ひろ

委員

9
士別市東３条９丁目 21

士別地区森林組合組合長
南 條 忠 勝
な ん じょう た だ か つ

委員

10 士別市上士別町１６線南３番地 山 本 静 枝
や ま も と しず え

委員



第２次士別市環境基本計画改訂方針

１．計画改訂の目的

本市は士別市環境基本条例第９条（環境基本計画の策定）において、環境の保全・創造に関す

る施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、環境の保全・創造に関する基本的な計画（以下「環

境基本計画」という。）を定めることとし、本市がめざすべき望ましい環境像を設定するととも

に、その実現のための具体的な施策を明らかにするとしています。

国は、令和 3（2021）年 4月に、令和 32（2050）年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼ

ロにする脱炭素社会・カーボンニュートラルの実現を目指し、中期目標として令和 12（2030）

年度までに温室効果ガスを 46％削減することを表明しました。道は更に踏み込んだ 48％の削減

目標を掲げています。

本市においても、令和 4（2022）年 2 月に「2050 年ゼロカーボンシティ」を表明し、行政・

市民・事業者が一体となって地球温暖化対策を推進し、最終的に国が掲げる脱炭素社会・ゼロカ

ーボンシティの実現を目指すことを目的として令和 5（2023）年 3月に「地球温暖化対策実行計

画」を策定し、環境基本計画の一部を見直したところです。

環境基本計画は市が持続可能な未来を築くための指針であり、市民の生活環境を守り、良好な

自然環境を次世代へ継承し、国や道などの政策とも整合性を図りながら、市独自の特色ある取り

組みを展開していくために重要な施策の一つであり、環境保護・改善への取り組みの促進、官民

一体で「豊かで持続可能なまちづくり」を実現していく基盤として「第２次士別市環境基本計画」

を策定します。

●改訂におけるポイント

・施策の展開にて設定した数値目標（ＫＰＩ）の検証

・２次計画に向けた新たな目標設定（ＫＰＩ）

２．改訂の進め方

本計画の改訂にあたっては、多様な主体の意見を反映させるため、以下の手法で進めます。

（１）市民意見の反映

・パブリックコメントにより市民意見を集約し、本計画に反映します。

（２）環境審議会による検証

・前回計画を検証し、明らかになった課題や成果を本計画に活かします。

（３）庁内連携

・都市環境課を担当部署とし、環境に関わる関係各課との連携を図りながら、本計画を

改訂します。

３．計画の期間

計画期間は、「第２次士別市まちづくり総合計画」と連動し、令和８（2026 年度）年を

初年度に、令和 15（2033 年度）までの８年間とします。

議案第１号



報告第１号

①埋立ごみ量の現在の状況と今後の見込みについて

・当初計画では埋立年数は 15 年間、令和 13（2031）年度末まで、

総埋立量 56,000ｔ。

・直近の令和７年６月末の埋立量は 17,197t で、総埋立量の約 31％。

・現時点では令和 25（2043）年度末までの約 27 年間程度は使用できるものと推計。

・現埋立量が３ｍに達し、破砕物搬送ダンプが埋まってしまい故障等のリスクが

高まっている状況。

・リスク回避のため、令和７年度から覆土を開始。

・覆土の厚さとしては、概ね 30 ㎝から 50 ㎝を予定しているが、埋立量にも影響

することから状況確認を行いながら進めている。

②ごみ減量化の推進について

・マイバッグ、ノーレジ袋運動の推進

マイバック持参率の推移（別紙のとおり）

・リユース食器利活用の推進

リユース食器貸出件数の推移（別紙のとおり）



別紙

（１）マイバッグ持参率の推移

令和４年度 令和５年度 令和６年度

スーパーアークス 90.5% 89.0% 90.5%

西條 93.0% 95.0% 93.1%

ザ・ビッグ 87.4% 87.4% 85.5%

食料品３店舗平均 90.3% 90.5% 89.7%

DCM 95.5% 96.0% 98.3%

４店舗平均 91.6% 91.9% 91.9%

（２）リユース食器貸出件数の推移

令和４年度 令和５年度 令和６年度

件数 1件 9件 12件



令和７年度の予定事業

１．親子で学ぶ環境教室～LEDランタンづくり～

【開催日時】令和７年８月２４日（日）１０：００～１１：３０

【開催場所】市民文化センター ２階会議室１

【参加対象】市内小学校１～６年生

【参加人数】２０組 ※定員に達したため募集は終了しています。

２．植樹会

【開催日時】令和７年１０月 予定

【開催場所】あさひパークゴルフ場

【参加対象】あさひ保育園 園児

３．ノーカーデー推進事業

【開催日時】令和７年９月 予定

【対 象】全職員（対象者：２７７名）

※令和 6年度参加率：７２％（取組人数：１９９名）
【実施方法】期間中に１日以上「士別市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」

に掲げる市の取り組みの一つである「移動時の省エネルギー行動」

を意識した行動を実践する。

≪具体例≫

買い物や通勤の際に、マイカーを使わず、自転車や徒歩で移動する。 等

４．その他

報告第 2号


